
枝幸町オホーツク枝幸活力商品券発行事業実施規則 

 

（目的） 

第１条 この規則は、エネルギー、食料品価格等の物価高騰の影響により、厳しい生活

を強いられている町民に対する生活支援として、オホーツク枝幸活力商品券（以下

「商品券」という。）を配布し、消費意欲の喚起による地域経済の活性化を図ること

を目的とする。 

（商品券の配布対象者） 

第２条 商品券の配布対象者（以下「対象者」という。）は、令和８年５月１日現在に

おいて枝幸町の住民基本台帳に登録された外国人を含む全町民とする。 

（商品券の額等） 

第３条 商品券の額は、全店共通商品券（様式第１号）を１枚につき1,000円とし、１

冊当たり20枚つづりとする。 

（配布方法） 

第４条 町長は、特殊な事情がある場合を除き、世帯員分を一括して世帯主に発送する。 

２ 町民１人につき、商品券を１冊ずつ無料配布する。 

（商品券の利用等） 

第５条 商品券の利用期間は、令和８年６月15日から令和８年９月30日までとする。 

２ 対象者が商品券を受け取った後に、紛失、滅失、盗難があった場合は、原則、再発

行は認めないものとする。ただし、商品券に破損、汚損等がある場合において、それ

らの状態により特に必要と認める場合は、使用済み状況を勘案したうえで、再発行す

るものとする。 

３ 同一世帯員以外の商品券の交換、譲渡及び売買の行為は、禁止する。 

（取扱店の登録等） 

第６条 商品券の取扱いを希望する事業者は、枝幸町オホーツク枝幸活力商品券取扱店

登録承認書（様式第２号。以下「承諾書」という。）を町長に提出しなければならな

い。 

２ 町長は、前項の規定に基づく承諾書の提出のあった事業者を商品券取扱店（以下

「取扱店」という。）として登録するものとする。 

３ 町長は、前２項の規定にかかわらず令和６年度に実施した枝幸町オホーツク枝幸活

力商品券発行事業において、取扱店に登録された事業者については、承諾書の提出を

省略させ、取扱店として登録することができる。この場合において事業者は、取扱店

の登録を希望しない場合又は登録内容に変更がある場合は、枝幸町オホーツク枝幸活

力商品券取扱店の登録の辞退・登録内容の変更届（様式第３号）を町長に提出しなけ

ればならない。 

（取扱店の責務） 

第７条 取扱店は、商品券の取扱いに関し、次の事項を遵守しなければならない。 

(１) 取引においては、商品券の使用を拒んではならない。ただし、商品券の破損、



汚損等の程度が大きい場合はこの限りではない。 

(２) 商品券の交換、譲渡及び売買の行為は禁止とする。 

(３) 商品券の使用に係る一切の情報を、他に漏らしてはならない。 

（商品券の使用範囲等） 

第８条 商品券は、全取扱店との間における取引において使用することができるものと

する。 

２ 取扱店は、取引に使用された商品券の額の合計額が取引の対価を上回るときは、商

品券の使用者に対し、当該対価を上回る額に相当する金額の支払は行わないものとす

る。 

３ 商品券は、次の各号に掲げる商品の販売、サービス等の提供に使用することができ

ない。 

(１) 換金性の高い金券、商品券等の有価証券 

(２) 土地及び家屋の購入 

(３) たばこ事業法（昭和59年法律第68号）第36条第１項に規定するたばこの小売販

売 

(４) 国又は地方公共団体への支払 

(５) 保険診療調剤医薬品代 

(６) 取扱店が利用を不可とした商品 

(７) その他、法律で商品券による購入が禁じられている商品 

（商品券の換金） 

第９条 取扱店は、取引において使用された商品券を換金する場合は、町長に、枝幸町

オホーツク枝幸活力商品券換金請求書（様式第４号。以下「請求書」という。）によ

り、取引の対価として取り扱った商品券を添付のうえ、その相当額を町長に請求する

ものとする。 

２ 取扱店は、請求書に添付する商品券は、必ず、裏面の取扱店欄に、取扱店の記載を

するものとする。 

３ 請求書の提出期限は、町長が別に定める日までとする。 

４ 町長は、請求書を受領した場合は、その内容を精査し、その請求が適当と認めたと

きは、速やかに請求額を支払うものとする。 

（委任） 

第10条 この規則に定めるもののほか、特別な事情が生じた場合は、町長が別に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和８年４月１日から施行する。 

（規則の失効） 

２ この規則は、令和９年３月31日を限り、その効力を失う。 

 



様式第１号（第３条関係） 



 

様式第３号（第６条関係） 



 



 


